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【原油価格と北米のリグカウント】
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2017年3月28日 原油価格の動向（2017年3月） 
2017年3月24日 鉄鉱石・石炭の価格動向 

■国際エネルギー機関（IEA）は、①17年の原油

需要を世界全体で日量9,800万バレル、前年に

比べ同140万バレルの増加、②非OPEC諸国によ

る供給量を前年比同40万バレル増の同5,810万

バレルと予測しています。 

■従って、協調減産が維持されれば、需給バランスは

14年～16年の供給超過から17年に需要超過へ

と転換する見通しです。 

OPECは減産目標を達成 
協調減産の延長を検討へ 

17年は需要超過の見通し 
世界経済の拡大で需要が増大 

需給の好転で底堅い推移が見込まれる原油価格 

原油価格は底堅い展開へ 

（注）データは原油価格が2013年3月1日～2017年4月12日。 
         リグ稼働基数が2013年3月1日～2017年4月7日、週次 
       データ。WTIは原油価格の代表的な指標のひとつ。    
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

原油価格の動向（2017年4月） 

■石油輸出国機構（OPEC）月報の2017年4月

号によれば、同年3月のOPEC総生産量は日量

3,193万バレル、前月比▲15万バレルでした。 

■16年11月末のOPEC総会で合意した上限の同

3,250万バレルを下回っています。加盟13カ国の

うち、上限の設定を免除されているリビアとアルジェリ

アを除く加盟国の全てが減産目標を達成しました。 

■現在実施されている協調減産の期限は17年1月

1日から半年間です。5月25日にウィーンで開催さ

れる次回OPEC総会では、協調減産の延長が議

論される予定ですが、多くの国が延長支持の姿勢

を見せています。 

■他方、価格がバレル当たり55ドル～60ドルを超えて

くると、シェールオイルの生産が急拡大する公算があ

ります。原油価格は、当面、同50ドル近傍で推移

する見込みです。 

（注）データは2013年1-3月期～2016年10-12月期。 
     需給バランス＝供給－需要。    
（出所）国際エネルギー機関のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

■需給動向から判断すると、産油国間の協調減産が

維持される限り、原油価格には上向きの圧力がかか

る見通しです。少なくとも、大崩れする可能性は低

いと考えられます。 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news170328gl.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news170324gl.html

